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社会変革へ向かう学習を求めて
―正統的周辺参加における拡張による学習―
佐 長 健 司
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sankei. com/ region / news/ 150918 / rgn1509180065-n1.
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19）レイヴ／ウェンガー、1993、p．11。
20）Y., Engeström, 2005, Non scolae sed vitae discimus:
Toward overcoming the encapsulation of school learn-
ing, in H.Daniels(ed.), An Introduction to Vygotsky,
Routledge, p.169.
なお、この引用では、エンゲストロームは知識の習
得に言及しているが、それはレイヴとウェンガーによ
る正統的周辺参加を誤解しているように思える。彼女・
彼らは、個人の知識の習得は問題にしないし、知識は
共同体に分散し、冗長的に共有されると考えるからで
ある。
21）山住勝弘、2004、『活動理論と教育実践の創造―拡張
的学習へ―』関西大学出版部、p．325。
22）レイヴ／ウェンガー、1993、p．8。
23）レイヴ／ウェンガー、1993、p．68。
24）レイヴ／ウェンガー、1993、p．17。
25）レイヴ／ウェンガー、1993、pp．24‐25．
26）レイヴ／ウェンガー、1993、p．80。
27）レイヴ／ウェンガー、1993、p．103。
28）レイヴ／ウェンガー、1993、p．104。
29）レイヴ／ウェンガー、1993、pp．104‐105。
30）典型的には、神話や伝承、演劇等の物語において、
誰もが当たり前として疑うことのない秩序や規範を揺
さぶるような、悪戯者や乱暴者として描かれている。
天と地、善と悪、賢と愚、破壊と創造等の二項対立を
媒介する存在である。あるいは、2つの異なる世界の
境界にあって、両者を結び付ける両義的存在とも言え
よう。たとえば、最近は語られることも少ないようで
あるが、日本神話に登場するスサノオノミコトもそう
であろう。
しかし、神話的世界だけでなく、現実社会において
もトリックスター的な存在を見出すことはできよう。
その多くは、「変人」と呼ばれることも少なくないが、
社会変革や科学研究等をリードした人物であろう。た
だし、偉人でなくても、よりよく正統的周辺性を有す
るならば、誰もが共同体の境界に位置するときは、程
度の差はあるが、トリックスター的な存在になるので
はないか。
このように述べると、ここでの議論は学校教育研究
の範囲を越えると受け止められよう。なぜなら、トリッ
クスターは学校教育学ではなく、文化人類学等の領域
において論じられているからである。したがって、こ
こにおいて、筆者はトリックスター的に議論を展開し
ていると言えよう。なぜなら、越境的に新たな教育学
研究を求めて、これまでの安定的な研究の秩序や規範
を多少は揺さぶっているからである。
なお、トリックスターは嘲笑や嘲罵、あるいは排除
の対象となることにも留意したい。それは、異質な存
在として周りの人々に理解されるとともに、自明視さ
れる秩序を揺さぶるからである。一方では、秩序の更
新にともなって、周縁から中心へと移行し、異質な性
質を失うことがある。そうなれば、もはやトリックス
ターではなくなる。いずれにしても、トリックスター
は危うい存在なのである。
トリックスターについては、たとえば、次を参照し
てほしい。
コーネリアス・アウエハント、1979、『鯰絵』（訳・
小松和彦他）、せりか書房。
ルイス・ハイド、2005、『トリックスターの系譜』
（訳・伊藤誓他）、法政大学出版局。
山口昌男、1985、『道化の民俗学』筑摩書房。
ポール・ラディン他、1974、『トリックスター』(訳・
皆河宗一他）、晶文社。
31）山内道雄・岩本悠・田中輝美、2015、『未来を変えた
島の学校―隠岐島前（どうぜん）発ふるさと再興への
挑戦』岩波書店）
32）内閣府まち・ひと・しごと創生本部事務局／内閣府
地方創生推進室が発表した「『地方創生☆政策アイデア
コンテスト2015』について」（2015年9月4日）。
社会変革へ向かう学習を求めて 131
